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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．前期決算概要及び今期計画



4

Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）予想値は、２０１４年４月２４日に公表した２０１５年３月期業績予想数値である。
（注２）２０１５年３月期の特別損失の内訳は、事業用資産及び共用資産の減損損失他である。

（注３）２０１４年１２月８日付けで８４８，０００株の第三者割当増資及び新株予約権８，５２０個（新株予約権１個につき１００株）
の発行を行っており、前事業年度の期首に当該増資が行われたと仮定して、１株当たりの純資産額及び当期純利益額
を算定している。

項 目 2014年3月期
2015年3月期

売上高（千円）

営業利益（千円）

経常利益（千円）

特別利益（千円）

特別損失（△千円）（注２）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

１株当り純資産額（円） （注３）

１株当り当期純利益（円） （注３）

営業利益率（％）

自己資本比率（％）

（予想値）（注１） （実推）
対前年度比

比

８１％

－

－

－

－

－

２１６％

３５７，３２１

△９９，４２９

△１１９，０５４

０

１５，８７５

△１３５，９１６

１５３，８０７

８９６，８６６

８３３，３９３

１８１．７３

△３７．１９

△２７．８

８５．９

４４０，０００

２，０００

２，０００

０

０

１，０００

７１，１００

－

－

－

－

１０２％

２２２％

２６６％

－

１８８９９％

２９７％

１７８％

２２８％

２４６％

１８２％

２７５％

－

－

３４９，０６７

△４４，７８２

△４４，７４３

０

８４

△４５，７７９

８６，４１２

３９４，０１８

３３８，７３７

９９．９３

△１３．５０

△１２．８

８６．０



5

Ⅰ-２．業績推移（３年間） 株式会社ＤＮＡチップ研究所

21%

79%
92% 96%

百万円

2013年3月期
実績

2014年3月期
実績

2015年3月期
実推

400

300

200

100

0

-100

371.9
349.1 357.3

▲89.9
▲44.8

▲99.9

経常利益

商品販売事業売上

研究受託事業売上

営業利益

営業利益

売上高

92%
96% 95%
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-３．事業区分別売上高実推

（金額単位：百万円）

８７％受託サービス

１２４％計

１０１％計

－一般機器

９４％診断サービス

研究受託（公募他）

診断キット他

汎用チップ・試薬

１３３％

１０２％合 計

注残

１１９％

商品販売
事業

１７３％
研究受託
事業

比率売上高比率売上高

対前年比

（％）

2015年3月期2014年3月期
項 目

予算

対予算比

（％）

４３０．０

１０．０

４４０．０

７９％

１７２％

８３％

９７．０

２２６．８

１６．４

３４０．２

１０．７

６．５

１７．２

３５７．３

２７％

６３％

５％

９５％

３％

２％

４％

１００％

４．１

１０．９

売上高が357.3百万円と、対前年同期比102%。研究受託事業に限ると対前年同期比101%の仕上がりであるが、
対予算比では79%と大幅未達となった。

【研究受託事業】
構成比率の高い受託サービスでは大型案件の受注が翌期にずれ込んだ。また診断サービスでは、リウマチの
多剤効果判定の製品化の遅れや新たな診断メニューの製品化遅れにより売上未達となった。

【商品販売事業－汎用チップ・試薬、診断キット他】

自社商品であるハイブリ先生や、iRIS等診断キットの販売が好調に推移した。

５６．１

２６１．７

１７．４

３３５．２

９．０

４．９

１３．９

３４９．１

１６％

７５％

５％

９６％

３％

１％

４％

１００％

６．９
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Ⅰ-４．２０１４年３月期業績詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．研究受託事業（受託＋診断）における大型案件の受注が翌期にずれ込むなどにより、予算未達となった。
２．売上高予算未達及び、診断サービスにおける新規メニュー開発のための研究開発費が増加したことに
より、営業損失が99百万円と赤字実績となった。

２
０
１
５
年
３
月
期

売上実績
（357） 売上総利益（粗利）

粗利率：24.4%
（87）

営業損失実績

（99）

３億円

-１億円

-２億円

研究受託（受
託＋診断）
（340）

研究開発投資
＋一般管理費

（186） 営業利益予算

（2）

４億円

２億円

売上原価
（270）

１億円

-３億円

０

研究受託（受
託+診断）
（430）

売上高予算
（440）

商品販売
（10）

商品販売
（17）



Ⅰ-５．具体的推進ﾌﾟﾗﾝの達成状況 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．提案型研究受託メニュー強化 ーﾏｲｸﾛｱﾚｲ解析と新規受託サービスの推進ー

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 達 成 状 況

１

２

３

４

５

【継続施策】

全社員営業活動と提案型研究受託提案

新規受託メニューの充実

新規研究受託（2012年下期から開始）

健康支援事業（2012年下期から開始）

再生医療支援事業

リピート顧客確保と食品、創薬系の大型案件15件受注

PCR受託、次世代シークエンス受託の大型案件6件受注

国プロ委託研究（公募事業）を8件獲得

食品企業等をターゲットとした受託研究9件受注

大学等研究機関を中心に33件受注

8

２． 診断関連事業拡充

研究開発から事業化へ加速 ー研究受託メニュー充実と診断関連事業強化ー

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 達 成 状 況

１

２

３

４

１

２

【継続施策】

リウマチ多剤効果判定

iCIS-crdb、iPadソフト・ビジネスの展開

医薬品開発と一体化した診断マーカー開発
へ参入

RNAチェック(免疫年齢）開発強化

【新規施策】

診断事業の海外展開

販売促進のためのアライアンス強化

3剤のサービスは2015年夏にシフト，病態マーカー特許取得

iRISクライアントサーバー版の開発及びサービスの開始

血液を用いたEGFR遺伝子変異測定サービス準備完了

～DiVA(digital identification of variant alleles for EGFR)～

うつ病、アルツハイマー診断マーカー開発推進（RT-PCR化）

専門部署の新設～海外クリニックサイトと連携～

新規クリニックサイト及び国内遺伝子診断関連会社と連携
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Ⅰ-６．２０１６年３月期計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

■ 売上高 ： 研究受託事業 → 【受託サービス】
（３４０百万円 → ４０４百万円） （１）提案型研究受託の強化：製薬会社・食品会社等企業向けビジネスの拡大

（２）新サービス開発によるメニューの差別化： 新サービスによる他社との差別化
【診断サービス】

（１）新規サービスの販売開始：「リウマチェック（多剤効果判定）」、「免疫年齢」、「EGFRチェック」
（２）海外展開の促進：海外担当部門新設による米国、アジア圏事業展開

商品販売事業 → 弊社独自開発パッケージ製品の販売に注力
（１７百万円 →   ３６百万円） ハイブリ先生 、iRISの拡販

■ 営業利益 ： 研究受託事業売上増加（売上高：３４０百万円 → ４０４百万円 1１９%増）による人件費等の固定費回収増

■ 研究開発投資 ： 関節リウマチ総合支援サービス推進、未病モニタリング（RNA チェック）サービスのメニュー拡充、がん関連コンパニ
オン診断サービスのメニュー拡充のための研究開発

－－－経常利益率（％）

－－－営業利益率（％）

９２％１０５，１０５１５３，８０９研究開発投資（千円）

－△４９，０００△１３５，９１６当期純利益（千円）

－△４８，０００△１１９，０５４経常利益（千円）

－△４８，０００△９９，４２９営業利益（千円）

１２３％４４０，０００３５７，３２１売上高（千円）

対前年度比
２０１６年３月期

計画
２０１５年３月期

実推
項 目

（対前年度比較）

＊１

（注＊１）2015年3月期研究開発投資額実推153,809千円のうち、自社負担分は56,823千円。2016年3月期
研究開発投資計画105,105千円のうち、自社負担分は55,105千円である。
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Ⅰ-７．２０１６年３月期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．提案型受託サービスの営業強化と新サービスの開発
－企業向けビジネスの拡大、新サービスメニュー開発による他社差別化促進－

２．診断サービスの多角化と海外展開
－｢ﾘｳﾏﾁｪｯｸ｣、｢免疫年齢｣、｢EGFRﾁｪｯｸ｣の販売、診断サービスの海外展開推進－

研究受託＊（受
託＋診断）
（404）

売上高
（440） 売上総利益（粗利）

粗利率：30.7%
（135）

研究開発投資＋
一般管理費

（183）

営業利益

（48）

２
０
１
６
年
３
月
期
は
特
に
新
規
診
断
サ
ー
ビ
ス

の
研
究
開
発
、
販
売
開
始
と
海
外
展
開
に
注
力

２
０
１
６
年
３
月
期

４億円

２億円

－２億円

－３億円

０

（注＊）：研究受託売上には公募案件50百万円を含む

５億円
商品販売
（36）

売上原価
（305）

－１億円
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Ⅰ-８．研究受託事業比率、粗利率の推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（１）売上高に占める研究受託事業の比率が90％超で推移(販社ビジネスから自社製品ビジネスへの転換)
＊1研究受託、商品販売事業間での製品分野の変更により、2016年3月期研究受託事業比率が若干低下

（２）作業効率の改善及び粗利率の高いメニューへの重点化による粗利率の向上
＊2売上高に占める研究受託（公募等）の比率増（対前年度比173%）により、粗利率が大幅低下

【研究受託事業（受託＋診断）比率、粗利率向上の理由 】

20

40

60

80

2013年3月期
実績

2014年3月期
実績

2015年3月期
実推

2016年3月期
計画

研究受託事業（受託＋診断）比率、粗利率の年度別推移
100 
（％）

34.1%

25.9% 24.4%＊2

95%
92%

96%

■：研究受託事業（受託＋診
断）比率の推移

▲：粗利率の推移

92%*1

30.7%
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．2016年3月期業績改善施策
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Ⅱ-１．「業績改善」推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

～開発力強化と事業化加速～

I．営業力強化（外部連携強化）
II．診断事業加速のための投資

III．新規メニュ開発による差別化

収益部門と研究部門の分離
実現可能な予算策定

オープンイノベーション・最新技術の事業化
グローバル展開



Ⅱ-２．具体的推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

14

I．営業力強化（外部連携強化）

事業開発本部・診断事業本部の販促強化
■ 情報インフラ整備及び提案型営業力強化 －製販一体となった営業展開、ＨＰ一新－
■ 新規営業人員強化及び他社との販売連携 －病院、クリニックを中心とした営業強化－
■ 海外担当部署新設による海外展開強化 －診断事業を中心とした海外展開へ－

診断支援サービス研究開発強化
■ リウマチェックサービスメニュの充実 －多剤効果予測の充実及び病態マーカー研究－
■ 未病モニタリング研究開発の加速化 －免疫年齢を中心とした「ＲＮＡチェック」研究－
■ 次世代診断ツールの研究開発 －エンプラス社との共同研究開発－

市場ニーズに合わせたメニュの拡充と大型案件獲得
■ 新規受託サービスのメニュ化 －癌領域を中心としたエクソソーム受託サービス－
■ 新規技術導入による受託メニュの差別化 －デジタルPCR受託サービス－
■ 健康支援事業 －食品企業を中心とした大型案件獲得－

II．診断事業加速のための投資

III．新規メニュ開発による差別化



Ⅱ-３．体制変更 株式会社ＤＮＡチップ研究所

15

※

※ ※

※ 新設部署



1616

株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．今後の研究開発について
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

慶應義塾大、埼玉医科大学総合医療センターとの共同研究

患者数 新規患者数 男女比 発症年齢
生物学的製剤を用いた
治療した場合の、患者
一人当たりの負担費用

約70万人 約20,000人／年
約7割が
女性

30～60歳代
が中心

約40～60万円／年

生物学的製剤 の課題解決

【現状】
グループレベルで
は優れた効果

【課題】
・個人レベルの効果のバ
ラつき
・高価な薬剤費

【解決策】
血液中の遺伝子発現パターンにより投
与前にどの薬が効くかを予測
A) 医師のために⇒臨床現場で有効製剤の選択

を可能とするエビデンスベースの情報提供
B) 患者のために⇒個に最適な投薬を可能とする

ため、医療費削減とQOL の向上

※出典：「病院の実力2010」、読売新聞社

関節リウマチ生物学的製剤効果予測

Ⅲ-１．
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-２．リウマチェック開発予定

2013                2014                              2015                               2016                               2017 2018

論文化・特許化 効果予測多剤化3剤化 5剤化 新規マーカー
リウマチ

病態チェック

海外展開
クリニック
サイト拡充

効果予測多剤化3剤化 5剤化
新規

マーカー
リウマチ

病態チェック

先進医療
申請

先進医療化 薬事申請

当初
予定

追加実験解析・論文化・特許化

特許申請

Group
1

Group
2

Group
3

Group
4

Group
5

Group
6

Group
7

Group
8

IFX-response signature 
genes

TCZ-response 
signature genes

ABT-response 
signature genes

◇生物学的製剤３剤インフリキシマブ、トシリズマブ、アバタセプトの薬剤効果予測研究の論文化・特許化
（検体数：計317検体）

サンプル

遺
伝

子

薬剤効果と関連するGene Expression Signature の同定に成功
⇒ リウマチェックバージョンアップに向けて準備中

病態マーカー特許取得
特許第5676777号
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-３．

-3

-2

-1

0

1

2

3

10 30 50 70 90

加齢とともに発現変動する遺伝子の同定

加齢とともに
発現量が増加する遺伝子

加齢とともに
発現量が低下する遺伝子

-3

-2

-1

0

1

2

3

10 30 50 70 90

発現量が低下する遺伝子の代表
（CD248）

年齢

遺
伝

子
発

現
量

発現量が増加する遺伝子の代表
（NEFL）

年齢

遺
伝

子
発

現
量

我々は、世界に先駆けて
加齢とともに血中免疫細胞内の発現
量が変化する遺伝子群の同定に成
功しました。

これらの遺伝子は加齢に伴ってリス
クが上昇する様々な疾患のバイオ
マーカー候補となります。

年齢
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-４．ＲＮＡチェック開発予定

新メニュ 糖尿病 うつ病
アルツ

ハイマー病

クリニック
サイト拡充

健康モニタ
リングサービス

骨新メニュ開発免疫年齢 新メニュ開発 新メニュ開発

海外展開

2013                2014                              2015                               2016                              2017 2018

糖尿病 うつ病
アルツ

ハイマー病
骨新メニュ開発新メニュ開発 新メニュ開発

当初
予定

低価格化・微量化

特許申請

加齢マーカーと糖代謝異常

健常者 vs 糖尿病患者 耐糖能異常者（IGT）

うつ病マーカー

健常者 vs うつ病患者

うつ病患者で発現上昇

ＲＮＡチェックとは？ 血液検査（血中免疫細胞の遺伝子発現RNAを調べる）により健康状態を察知
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-５．株式会社エンプラスとの業務提携

• バイオ事業における業界ネットワークの補完
– 分析機器業界へのネットワーク補完

– 新規顧客開拓、共同開発の推進

• 新製品開発能力の強化
– 高精度遺伝子解析技術の開発

– 次世代診断ツールの開発

• 海外インフラの利用
– 米国における研究開発及びマーケティング強化

– アジア、ヨーロッパにおける販売、マーケティング拠
点の活用
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-６．微量化・自動化の開発

検体保存 核酸抽出 精製 前処理 検出工程

測定プロセス測定前プロセス（プレアナリシス）

問題点：
・ ステップが多い（時間）
・ サンプル量（血液量）が必要
・ 医療機関でしかサンプルが採取できない
・ 試薬代などのコスト

微量化・自動化の
開発が必要

共同研究開発

遺伝子解析のステップ
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-７．遺伝子情報を含めた健康情報化

健康モニタリングに向けた
簡易バイオマーカー測定システム

RNAチェック
（DNAチップ研究所）

微量化
自動化

医療情報と遺伝子情報の融合による健康モニタリング

ポイントオブケア 検査（POCT）による迅速健康モニタリング



2424

株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-８．ＤＮＡチップ研究所事業スキーム

大学・研究機関

共同研究
国家プロジェクト

技術開発
受託メニュ開発
診断メニュ開発

DNAチップ研究所
企業

共同開発

新規サービス
商品販売

大学・研究機関

企業

検査会社
機器メーカー 製薬会社

食品会社

創薬支援
機能性評価

病院・クリニック

技術導入

商品販売

診断サービス

検診センター・高齢者住宅施設・スポーツセンター・ドラッグストア

健康モニタリングサービス

研究受託
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-９．中期事業計画


